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　 今週・来週の予定

１２月２０日～１月９日

２０（日）	 降臨節第４主日
２５（金）	 降誕日
２７（日）	 降誕後第１主日
２０２１年１月
　１（金）	 主イエス命名の日
　３（日）　降誕後第２主日
　６（水）	 顕現日

◇
12
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
（
１
日
）

▽
野
宿
生
活
者
支
援
の
た
め

（
Ⅱ
）
▽
エ
ル
サ
レ
ム
教
区
の
難

民
支
援
活
動
の
た
め
▽
日
本
聖

書
協
会
の
働
き
の
た
め
▽ 

難
民
・

移
住
労
働
者
の
た
め 

◇
ク
リ
ス
マ
ス
メ
ッ
セ
ー
ジ
動

画
配
信

　

24
日
、
25
日
に
髙
橋
宏
幸
主

教
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
と
ク
リ

ス
マ
ス
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
動
画

で
配
信
い
た
し
ま
す
。
主
教
座

聖
堂
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
が
拡
大
し
て
い

る
昨
今
、
昨
年
ま
で
と
は
違
う

ク
リ
ス
マ
ス
を
そ
れ
ぞ
れ
の
場

で
お
迎
え
に
な
る
方
が
た
く
さ

ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
い
た
だ
き
、

イ
エ
ス
様
の
ご
降
誕
と
そ
の
意

味
を
皆
さ
ま
と
と
も
に
祝
い
、

分
か
ち
合
い
、
お
祈
り
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
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24
日
の
配
信
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か
ら

　

25
日
の
配
信
７
時
か
ら

主
教
座
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w
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ral.

tokyo/

▽
下
町
聖
書
の
会
（
２
０
２
１

年
１
月
）

①
日
時
：
８
日
（
金
）
10
時
半

　

場
所
：
神
田
キ
リ
ス
ト
教
会

②
日
時
：
15
日
（
金
）
10
時
半

　

場
所
：
神
愛
教
会

③
日
時
：
22
日
（
金
）
10
時
半

　

場
所
：
神
田
キ
リ
ス
ト
教
会

・
12
月
25
日
の
聖
書
の
会
は
お
休

み
し
ま
す
。

・
学
ぶ
箇
所
は
次
の
主
日
の
聖
書

箇
所
で
す
。
下
町
Ｇ
以
外
の
方

の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す

 ［
宣
教
主
事
か
ら
の
お
知
ら
せ
］

　

毎
年
発
行
し
て
い
る
、
東
京

教
区
各
教
会
・
礼
拝
堂
の
「
ク

リ
ス
マ
ス
礼
拝
」
と
「
大
斎
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
一
覧
に
つ
い
て
、

こ
の
た
び
はCO

V
ID

-19

の
影

響
に
よ
り
送
付
致
し
ま
せ
ん
。

予
定
に
変
更
の
可
能
性
が
あ
る

こ
と
、
所
属
教
会
・
礼
拝
堂
以

外
の
礼
拝
に
は
な
る
べ
く
出
席

し
な
い
こ
と
な
ど
の
た
め
で
す
。

　

ご
理
解
の
程
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
司
祭
太
田
信
三
）

［
主
日
の
聖
書
日
課
資
料
Ｂ
年
版

発
行
の
ご
案
内
］

　

聖
ミ
カ
エ
ル
教
会
で
編
纂
発
行

し
て
い
る
「
主
日
の
聖
書
日
課
資

料
Ｂ
年
版
」
が
発
行
さ
れ
た
。
Ａ

年
版
、
Ｂ
年
版
、
Ｃ
年
版
す
べ
て

そ
ろ
い
ま
し
た
。内
容
は
カ
ト
リ
ッ

ク
聖
書
セ
ン
タ
ー
か
ら
出
さ
れ
た

聖
書
資
料（
著
作
者
：
雨
宮
慧
神
父
・

布
川
悦
子
）
を
聖
公
会
の
日
課
表

に
基
づ
い
て
編
集
し
た
も
の
で
す
。

　

頒
布
価
格
は
Ａ
Ｂ
Ｃ
各
年
度
版

と
も
送
料
込
み
で
４
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

入
手
ご
希
望
の
方
は
、　

東
京

教
区
渋
谷
聖
公
会
聖
ミ
カ
エ
ル
教

会　

ヒ
ル
ダ
・
ミ
ッ
シ
ェ
ル
宣
教

事
務
局
宛
に
Ｆ
ａ
ｘ
又
は
Ｅ
メ
ー

ル
に
て
お
願
い
し
ま
す
。

m
ail

：shibuya.st.m
ichael@

gm
ail.com

Ｆ
ａ
ｘ
：
03
（
３
４
０
９
）

２
９
３
８

［
教
区
事
務
所
の
年
末
・
年
始
休
業
］

12
月
25
日
（
金
）
降
誕
日

12
月
30
日（
水
）～
１
月
６
日（
水
）

　

休
業
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

［
教
区
時
報
休
刊
］

コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン 

ク
リ
ス
マ
ス
号

　

休
刊
い
た
し
ま
す
。

教
区
ニ
ュ
ー
ス 

１
月
３
日
号

　

休
刊
い
た
し
ま
す
。



２

聖職、聖職候補生のつぶやき

https://twitter.com/tko_column

１１月１２日

知恵が私と共にいて働き、あなたが何を喜ばれるのかを私が知ることができますように。（知 9:10）
　主の知恵は人の知恵の延長線上には存在しません。時に私たちは自らの知恵に頼ろうとしがち
ですが、大切なのは神の知恵に畏れ、聞き、促しを祈りながら「主の喜び」を願い求めることな
のだと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中村 真希聖職候補生

１１月１３日

きょうだいたち、あなたがたは自由へと召されたのです。（ガラテヤ 5:13a）
　白紙を目の前に「さあ、どうぞ。ご自由に」と言われた時、躊躇なく筆を降せるのはどんな心
象だろうか。ひとつは、自己満足でも自分勝手でもない真の自由への飢え渇きを耐え忍んできた時、
神の望まれる自由を渇望している時。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上田 亜樹子司祭

１１月１６日

その後、わたしはすべての人にわが霊を注ぐ。あなたたちの息子や娘は預言し、老人は夢を見、
若者は幻を見る。（ヨエル書 3:1）
　夢と幻。幻はビジョン。夢もビジョンも生きていくために人間に必要なことです。それがご高
齢の方や若い世代から与えられることを、この現代社会で忘れないで生きていきたい。　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　笹森 田鶴司祭

１１月１７日

そして最後に、『わたしの息子なら敬ってくれるだろう』と言って、主人は自分の息子を送った
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（マタイ 21:37）
　神は絶えることなく使者を遣わして、神のあわれみを告げさせた。しかし人間はそれを受けと
めない。裏切られても、裏切られても、より大きな愛を示すことが神の「愛」なのだ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荻原 充聖職候補生
１１月１８日

キリストを信じることだけでなく、キリストのために苦しむことも、惠みとして与えられている
のです。（フィリピ 1:29）　
　一人でない限り他者によるストレスから逃げられない。苦しいが、これを人生の一部として受
け入れねばならない。変えられないことを受け入れる勇気、これはキリストによる知恵でもある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金 大原（キム デウォン）司祭

１１月２３日

アブラムは、主の言葉に従って旅立った（創世記 12:4）
　行き先も知らない新しいステージへと神は呼び出す。今、歴史的未体験の旅路を歩んでいるわ
たしたち。どのような世界になってゆくのかわからないけれど、神と世界の人びとと共に往く、
命を守り合う旅路に、「信頼」の姿勢を貫きたい。　　　　　　　　　　　　　　　　宮﨑 光司祭

１１月２４日

一人の若者が、素肌に亜麻布をまとってイエスについて来ていた。人々が捕らえようとすると、
亜麻布を捨てて裸で逃げてしまった。（マルコ 14:51）
　自分はどんなことがあってもイエスさまを裏切ったりはしない。そう決意しながら身の恐怖を
感じると逃げ出す自分を見つめている。　　　　　　　　　　　　　　　　杉山 修一司祭（退職）


